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調剤をしていて疑問に思ったこと.

医師または患者さんに聞かれて困ったこと.

医師に疑義照会して対応したが

いま一つ納得できないこと，ありませんか?

皆さんの疑問に各分野の専門家がお答えいたします。

ご質問をお寄せください。

「質問の募集J要項は49貰にあります。

なお.回答i証本誌に掲載することによってのみ行います。

電話やファクシミリによる回答はご容赦ください。

また，特殊なケースの質問は

燥用されないこともありますので予めご了承ください。

剤調方・
処

1;会|去の指示[こJたづいて討jj川柴斉IJ1':i:思JPri:与を尖胞したJjJj介特別養在宅患者訪問薬剤管理指導は，
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に|以り，ヂ1:宅忠孝1-i1五 Itij楽剤 f訟・ J!I!J旨導料を t~一定できるよう

jぇ~iï'lーされました。

イ1:主的一主主支援ー診療所とは， 高齢者ができるI'Hり{I:み削

れた家庭ゃ地域で.~J，吋主しながらとい舌を j~れるよう， また，

身近な人に凶まれて{Fセでの最HJJを迎えることも選択で

護老人ホームの入所者については算定

できませんが， 2006年4月から一定の条件である

場合に限り算定できるようになったと聞きました。

どのような場合に算定できるのでしょうか。

(匿名希望)

きるよう. 2006 {I:. -1-;-Jより診療鰍酬上のfI1IJJ.i[として新た

に泣けられたもので、す。 :(ut療必支援百合披Jijr の~f'1 とし

ては.Q)2411.)間連絡を受ける17ミr:iliまたは布設職只の配国

02411キ I I\J-tì:診が IIJíj~ なイ~;:ílÍIJ の仰1~Hほかの保険17ご療機関

の保険医とのi引絡を合む).③ギ1:官僚主主:t¥者の味合入院を

交け入れるイ小;jiljの倣保(ほかの保険医療機関との述JjGを合

む).ヒD介殻文緩LLf門口 (ケアマネジャー)などとのj剖jtーー
などがあります。

ヰれ特子tす芋i長引U別|伝伝.安5殻斐老人ホ一ムに人f月所所H川好r島しているオ末三;卯則U切jの

7忠ιι，性|
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4奈川の似 Il.\Í!1豆の指フJ~ によ!とづいて訪 l 'II Wí~斉1J1~r四!指導を災施

した場合に 11J~り，在宅，lU、老1" fiJj川4徒庁IJ 管湾I!.桁導午、1-( 1!;~4f，~保険 )

を算定することができます。

拍:~':iどお訪 IlIJ薬剤J!tì:JlIl指導料は. r.[l‘者が医師又は薬剤

師の配'itl': されているが:jlむし，日吉弘~Iijr.施政省ーに入|淀新しく

は人lijr している j幼子~ J および 「現に他の保険医療機|立l又 処方せんに rH宅的発支援;副主U!Ji'Jである宵が記，1炎さ

れるわけではありませんので.似|漁柴同においては，‘'i

該医療機関 I こ II~(後 jirl; ~!.!.するなとの対 ).~、が:必要でしょう 。

は f~:1決必 j斗の柴斉IJAlliが;j}jIlij柴庁IJlr-i:}'j!.J行j与を行っているJt)j

イ?には算定することができません。wnJIJ袋詰老人ホーム

保陵薬局では，塩酸モルヒネ製剤(注射

薬)を処方せんにより調剤することは可

能とされていますが，特定保院医療材料について

どのように保陵請求することになるのでしょ

には ;~'I~\' JI~LV~ において I z:~f:lliカf配ItIーされていることになっ

てお り(非訪日UJを合む). したがって特別J1~謹広人ホーム

に入所している忠者の場合には. ;U:毛jよl者i訪問来方Im:flll

は.，

うか。

指界中|を算定することはできません。

しかし. 2006年度診療報酬改定にf'l'い，イ1:宅l乞擦の批

准の飢.1，'，(から. w.nJリ義波乏人ホームの入所者;ーであっても， (匿名希望)
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UJの忠|ヅUHUMの忠孝?で、あり，ギ1:とと械設支援診療所の1~:
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1~~1倹楽町は.処方せんにより Jtú~1円安モルヒ ネ

製剤lを支給寸るこ とはできま寸 が.J)¥l.1時点

では，湖剤報酬として特定保険医療材料を{別会的ボする

ことはイ、IIJ能です。

l~~ liý!柴同が処)J せんにより支給でき る山射来は. r:{!::七

I ~討がにおける 向 己 i i : 身、j のためにJ文 fJ- される薬剤」 に liH ら

れてお り，この'1'には胤階モルヒ ネ製剤も--:!'iまれていま

す(表 1)。ただし .r;，Kt咳モルヒ ネ製剤lの訓斉1)にあたっては，

「恭械が11)(り11'，-¥士なし、fIItj丘で，かつ，也、者約;がii二人j必l支を変

える ことができないj七人ポンプ等に，必t:に!必じてλ1:.芝j!

食J~~iA(;:'j:ーて祐一釈の 1 '.光山 して交付した場合J に W~るもの

とされています。

しか し.J)ULのところ.r制斉Ij")il:l.酬点数表にmシとする判
定保険医療材料一及びその材料!llIi絡j(材料IIIIi十??恭iir.2006 

"1"'-3 F) 6 LI. I ')~/ I : 労働省fLt示第 96 り ) の '1' に . J_気般モルヒ

ネ製剤 をイ1: 1 11 するために必~ な1i'人 ;-J< ンプなどは合まれ

Q 
-g~ 表1 保険薬局において支給できる注射薬

A I ィンス リン製作|
ヒト成長ホルモン庁11

il1f云午羽l換えi円↑"'Il¥'llflLi伐採1;'，1第四1);1下製庁11
. jl1fl、子制1.1悦え別1111.法説|出l第四|μ了一拠点1)
乾燥人血液凝1;'，1第四川 f製剤
-乾燥人lilL液ihll山1第!x11;1了製有11(活性化プロ卜ロ ンピン絞介体

及び乾燥人 líl Lìri凝 1 ;~lltlT1Awn:1日li!i.t'l:i.主合体を合む)
. I ~IIニ: ょH0'W!5 Q i :ï\: JJíLJ似 1刊行制 I)i討~iMi伐

. 11:=と'1'心静JJ民栄廷は;)IJ愉t皮

. tl:J)i~刺激ホ ルモン lillil'，ホルモ ン邦l

. n.JIJ~ 刺i1!i: :j，ルモ ン 幸村1)

ゴナ ドトロピ:.--liill'，*ルモン誘jq..(1
.ソマトス タチンアナログ

-インタ ープエロ ンアルフ γ製剤

.インタ ーブエ ロンベータ烈Iil)

・ブトルフ 7ノール製剤

・ププレノルフイン製剤

. {iC1t-t'UI市場市1)
・グルカ ゴン製剤

・ヒトソマトメ ジンC製剤

.人 I~肝臓IIJ透析減

. lilL Ìf証 1民 J ，'ill;11 1 1'. ~IJ

水
ト判
帽
子
之
λγ
』

官

y

プロ スタグランジン I ~ ~(~市 11

J;\k jMj~モルヒネ製剤

エタネルセプト生日1)

iH・JJI);Jc

※(1宅|民itiにおける 1:1しよiHtのために投与される薬剤!
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表2 材料価格基準(調剤報酬点数表関係)

-インスリン梨市IJii:.MiIJディスポーザブルii:n.1持

ヒト成長ホルモン宵I)ii射11)ディ スポーザフ.ルiiMお

- 乾燥人l íl Li伝説 l .'iwn]] jJ;1イ 裂方Il ì ìMJ I) デ ィ スポーザブJレU 引 ~~

乾燥人 líIL Ìf~i.瓦 1 ，1 ;j!:i; jX lkl 了ιIMl i ì 自 IJIJ ディスポーザプル ììê n.1 日日

. -I'l: I)i~刺激ホルモン 欣，tH ホルモン方IJi ì ・MII) ディスポーザブJレ ü:M (，~

刊 l)iil~ill ;~;k :1，ルモン22斉IJii:MIIJディ ス:1'ーザプルii:n・l総
ゴナドトロビン放 ，'1.'， ホルモン誘制約七MJJJ ディスポー+門川 ì :.ñ ・HI~

.ソマトスタチ ンアナログitu・111)ディスポーザプルii:M持
I)uJJi!透析ir反火換セット 、
-イF'I::'I'心静脈栄必川輸iriセット

イc包:1ttJ:IJ利JA，tl者i'IしよiJ卦i川ディ ス:-r-ーザブルii射出
グルカゴン~，~市) itñ.) 川ディス ポー ザフ'ルィ ì:ñ .1持

-イcと'f'lたきり I，);I. -!'í-処 ii"j:J I) ::j~1t II) ディス :1'ー ザブル カ テー テ ル

• Jj 11づiì: HÎ~! イ ンス リン 11:人保 J I Jiì:Mí; 1

• Jj 1j'. ~ 1;)í'l ヒト 1& 1く ホ ルモン点Il iJ人出lI ) i ì :M J. 1

ヒトソマ トメジンC!?1 占I)ij:身、111) ディスポーザブール iì:自 )(，~

※fIllif'f.は行自作

ていません(表 2 ) 。 すなわち.必~な特定似|決|返JJ，H..Jキ|

カf材料{11Ii桁2iHi，f，~こ JI又，1& されていない以 l 二 . t~'，t l'iをモル ヒネ

製剤を支給すること はできるものの，それを他jりするた

めの注入ポンプについては. 1~~ 1漁 iflJ同が制斉Ij 付i酬 と して

保険~i'i;)ミするこ とは不可能というこ とになり ます。

したがって. J.:lHI・のイ十手11みにおいて処方せんにより 血

眼モルヒネ製剤を支給するためには， 保険医療機IV，)で必

止さな判定保険l仰が材料 を支給 しても らい.保険来日1f!1jが

それに必要な注射楽を充加するということになります。
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